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芸<皇霊 祭 , 芸<霊 穿 (39)
のときには健康な平衡状態が漸近安定,























霊 穿 く吐 土竺垣q171β1
(43)
であり,さらに
霊 若 く芸 (44)
より,
% <: (45)
もなりたつことになる.
したがって,ウイルス株1にかわってウイルス株2
のみに感染した状態に変化する.また,免疫系によっ
て破壊される感染細胞の量は多くなるので,症状の
悪化が実現できる.
5 考察
本論文では,過去のモデル[7】では説明できなかっ
た,キャリア状態からの病態悪化の問題を考察した.
同様の問題を考察した 【9]に比較して極めて単純な
モデルを用いて,突然変異による病態悪化の現象を
説明することができる.ただし,このモデルではウ
イルス株の数を形式的に増やすことは容易であるが,
原理的に複数のウイルス株の共存を実現することは
できないことが欠点である.
長期のデータと比較してパラメータ推定などを行
うためには,なるべく簡単にして要を得たモデルが
必要となり,今後の課題である.
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